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28歳：
平成元年の合計特殊出生率（1.57）が
昭和41年（1.58）を初めて下回った。

15歳未満人口

15～64歳人口

65歳以上人口 100歳以上

２ 年齢別人口 

 65歳以上人口は3515万２千人，割合は27.7％で過去最高  

我が国の人口ピラミッドは，近年，出生児数が第２次ベビーブーム期（昭和46年 

～49年）をピークとして減少傾向が続いていることを反映し，二つのベビーブーム 

期の人口が膨らんだ形となっている。 

 

 年齢３区分別にみると，15歳未満人口は1559万２千人で前年に比べ18万８千人の

減少，15～64歳人口は7596万２千人で前年に比べ60万人の減少となったのに対し，

65歳以上人口は3515万２千人で前年に比べ56万１千人の増加となり，3500万人を超

えた。 

 なお，75歳以上人口は1748万２千人で前年に比べ57万４千人の増加となり，平成

27年以降，15歳未満人口を上回っている。            （図４，表４） 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 我が国の人口ピラミッド(平成29年10月１日現在) 
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12.3％

うち うち
75歳以上 75歳以上

昭和25年 83,200 29,430 49,661 4,109 1,057 35.4 59.7 4.9 1.3

　　30 89,276 29,798 54,730 4,747 1,388 33.4 61.3 5.3 1.6

　　35 93,419 28,067 60,002 5,350 1,626 30.0 64.2 5.7 1.7

　　40 98,275 25,166 66,928 6,181 1,874 25.6 68.1 6.3 1.9

　　45 103,720 24,823 71,566 7,331 2,213 23.9 69.0 7.1 2.1

　　50 111,940 27,232 75,839 8,869 2,842 24.3 67.7 7.9 2.5

　　55 117,060 27,524 78,884 10,653 3,661 23.5 67.4 9.1 3.1

　　60 121,049 26,042 82,535 12,472 4,713 21.5 68.2 10.3 3.9

平成２年 123,611 22,544 86,140 14,928 5,986 18.2 69.7 12.1 4.8

　　７ 125,570 20,033 87,260 18,277 7,175 16.0 69.5 14.6 5.7
　　12 126,926 18,505 86,380 22,041 9,012 14.6 68.1 17.4 7.1
　　17 127,768 17,585 84,422 25,761 11,639 13.8 66.1 20.2 9.1

　　18 127,901 17,435 83,731 26,604 12,166 13.6 65.5 20.8 9.5

　　19 128,033 17,293 83,015 27,464 12,703 13.5 65.0 21.5 9.9

　　20 128,084 17,176 82,300 28,216 13,218 13.5 64.5 22.1 10.4

　　21 128,032 17,011 81,493 29,005 13,710 13.3 63.9 22.7 10.8

　　22 128,057 16,839 81,735 29,484 14,194 13.1 63.8 23.0 11.1

　　23 127,834 16,705 81,342 29,752 14,708 13.1 63.6 23.3 11.5

　　24 127,593 16,547 80,175 30,793 15,193 13.0 62.9 24.1 11.9
　　25 127,414 16,390 79,010 31,898 15,603 12.9 62.1 25.1 12.3

　　26 127,237 16,233 77,850 33,000 15,917 12.8 61.3 26.0 12.5

　　27 127,095 15,945 77,282 33,868 16,322 12.5 60.8 26.6 12.8

　　28 126,933 15,780 76,562 34,591 16,908 12.4 60.3 27.3 13.3

　　29 126,706 15,592 75,962 35,152 17,482 12.3 60.0 27.7 13.8

15歳未満 15～64歳 65歳以上 15歳未満 15～64歳 65歳以上

人    口  （千人） 総人口に占める割合 　(％)

総　　数
年　　次

 

総人口に占める割合をみると，15歳未満人口が12.3％，15～64歳人口が60.0％，

65歳以上人口が27.7％，75歳以上人口が13.8％となった。前年に比べると，15歳未

満人口，15～64歳人口がそれぞれ0.1ポイント，0.3ポイント低下し，65歳以上人口，

75歳以上人口がそれぞれ0.4ポイント，0.5ポイント上昇している。 

   総人口に占める割合の推移をみると，15歳未満人口は，昭和50年（24.3％）以降  

一貫して低下を続け，平成29年（12.3％）は過去最低となっている。15～64歳人口

は，昭和57年（67.5％）以降上昇していたが，平成４年（69.8％）にピークとなり，

その後は低下を続けている。 

一方，65歳以上人口は，昭和25年（4.9％）以降一貫して上昇が続いており，平

成29年には27.7％と過去最高となった。 

 なお，75歳以上人口も昭和25年（1.3％）以降上昇を続け，平成29年は13.8％で

過去最高となり，65歳以上人口の割合（27.7％）のほぼ２分の１となった。 

           （図５，表４）  

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 年齢３区分別人口の割合の推移（昭和25年～平成29年） 

注）各年10月1日現在。昭和25年～平成17年，22年及び27年は国勢調査人口（年齢不詳をあん分した人口）による。

昭和45年までは沖縄県を含まない。 

表４ 年齢３区分別人口の推移（昭和25年～平成29年）
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(単位 千人)

10月１日
現在人口

総人口に

占める

割合(％)

10月１日
現在人口

総人口に

占める

割合(％)

明治・大正生まれ 1,707 1.3 2,045 1.6

昭和生まれ 92,552 73.0 93,528 73.7

平成生まれ 32,447 25.6 31,360 24.7

戦後生まれ 104,916 82.8 104,058 82.0

平成29年 平成28年

参考表１ 元号別人口及び割合 

1500
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平成29年
10月 11月 12月

平成30年
１月 ２月 ３月

(万人)

65～74歳

75歳以上

0

うち うち うち うち
65～74歳 75歳以上 65～74歳 75歳以上

平成29年

10月 126,706 15,592 75,962 35,152 17,670 17,482 12.3 60.0 27.7 13.9 13.8

11月 126,720 15,580 75,940 35,190 17,670 17,530 12.3 59.9 27.8 13.9 13.8

12月 126,700 15,570 75,910 35,220 17,660 17,560 12.3 59.9 27.8 13.9 13.9

平成30年

１月 126,590 15,560 75,800 35,230 17,660 17,570 12.3 59.9 27.8 14.0 13.9
２月 126,560 15,540 75,720 35,300 17,650 17,640 12.3 59.8 27.9 13.9 13.9

３月 126,520 15,530 75,650 35,340 17,640 17,700 12.3 59.8 27.9 13.9 14.0

総　　数
年　　月

人    口  　(千人)

15歳未満 15～64歳 65歳以上 15～64歳 65歳以上

総人口に占める割合 　(％)

15歳未満

＜参考＞ 

〔 元号別人口 〕 

元号別にみると，明治・大正生まれ 

の人口は 170 万７千人（総人口に占め 

る割合 1.3％），昭和生まれの人口は  

9255 万２千人（同 73.0％），平成生ま

れの人口は 3244 万７千人（同 25.6％） 

となり，平成生まれの人口が総人口の

４分の１を超えた。 

また，戦後生まれの人口は１億 491 万６千人となり，総人口に占める割合は 82.8％

となった。                               （参考表１） 

 

 

  

  平成30年３月１日現在人口（概算値）において，65歳以上人口は，3534万人

となっている。このうち，75歳以上人口は1770万人で，75歳以上人口が初めて

65～74歳人口を上回った。 

 

                                                

注）平成29年11月～30年３月は概算値 

図 65歳以上人口の月別推移 

（平成29年10月～30年３月） 

表 月別年齢３区分別人口（平成29年10月～30年３月） 

75 歳以上人口が初めて 65～74 歳人口を上回る 

注）平成29年11月～30年３月は概算値 

※ 人口推計月報（概算値）による。 

  なお，平成30年３月１日現在人口の確定値は，30年８月公表予定。 
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 国        名 推計時点 総 　数 年少人口 老年人口 従属人口 老 年 化

15歳未満 15～64歳 65歳以上 指 　数 指 　数 指  数 指  数

(調査時点) （千人） 4) 5) 6) 7)

中 国 2) 2017.12.31 1,390,080 16.8 71.8 11.4 23.4 15.9 39.2 67.8

イ ン ド 3) 2011. 2. 9 1,210,855 30.8 63.4 5.5 48.5 8.6 57.1 17.8

アメリカ合衆国 3) 2016. 7. 1 323,128 18.9 65.9 15.2 28.6 23.1 51.8 80.8

イ ン ド ネ シ ア 3) 2015. 7. 1 255,182 27.8 67.0 5.2 41.4 7.8 49.2 18.8

ブ ラ ジ ル 3) 2016. 7. 1 206,081 22.7 69.1 8.2 32.8 11.8 44.6 36.0

ナ イ ジ ェ リ ア 3) 2016. 7. 1 193,393 41.8 54.9 3.2 76.1 5.9 82.0 7.7

バングラデシュ 3) 2016. 7. 1 160,800 30.8 64.6 4.6 47.7 7.1 54.8 14.9

パ キ ス タ ン 3) 2007. 7. 1 149,860 41.6 55.1 3.3 75.5 6.0 81.5 7.9

ロ シ ア 2) 2016. 1. 1 146,545 17.0 69.1 13.9 24.7 20.1 44.8 81.4

日 本 2017.10. 1 126,706 12.3 60.0 27.7 20.5 46.3 66.8 225.4

メ キ シ コ 3) 2016. 7. 1 122,273 27.3 65.7 7.0 41.5 10.6 52.2 25.6

フ ィ リ ピ ン 3) 2016. 7. 1 103,243 31.5 63.6 4.9 49.5 7.8 57.3 15.7

ベ ト ナ ム 3) 2016. 7. 1 92,695 23.8 68.2 8.0 34.9 11.7 46.6 33.5

エ ジ プ ト 3) 2016. 7. 1 91,023 30.8 64.5 4.6 47.8 7.1 54.8 14.8

エ チ オ ピ ア 2) 2015. 7. 1 90,074 40.3 56.6 3.1 71.3 5.4 76.7 7.6

ド イ ツ 3) 2016. 1. 1 82,176 13.2 65.7 21.1 20.2 32.0 52.2 159.0

ト ル コ 2) 2017.12.31 80,811 23.6 67.9 8.5 34.7 12.6 47.2 36.2

イ ラ ン 3) 2016. 7. 1 79,686 23.5 70.7 5.7 33.3 8.1 41.4 24.3

フ ラ ン ス 2) 2018. 1. 1 67,187 18.2 62.2 19.6 29.2 31.4 60.7 107.5

タ イ 3) 2016. 7. 1 65,932 17.3 76.3 11.0 22.7 14.4 37.1 63.2

イ ギ リ ス 2) 2016. 7. 1 65,648 17.8 64.2 18.0 27.7 28.0 55.7 101.2

イ タ リ ア 2) 2017. 1. 1 60,589 13.5 64.2 22.3 21.0 34.8 55.8 165.3

南 ア フ リ カ 2) 2017. 7. 1 56,522 29.6 65.1 5.3 45.4 8.1 53.6 17.9

ミ ャ ン マ ー 3) 2016.10. 1 52,917 28.3 65.8 5.9 43.0 9.0 52.0 20.9

韓 国 2) 2017. 7. 1 51,446 13.1 73.1 13.8 17.9 18.8 36.8 104.8

コ ロ ン ビ ア 2) 2017. 6.30 49,292 26.1 66.0 7.9 39.6 11.9 51.5 30.1

タ ン ザ ニ ア 3) 2013. 7. 1 47,133 44.4 52.6 3.0 84.4 5.6 90.0 6.6

ス ペ イ ン 2) 2017. 7. 1 46,549 15.0 65.9 19.1 22.7 29.0 51.7 127.3
ケ ニ ア 3) 2015. 7. 1 44,157 41.3 55.5 3.2 74.4 5.8 80.2 7.7

ア ル ゼ ン チ ン 3) 2016. 7. 1 43,590 25.0 64.1 10.9 38.9 17.0 55.9 43.6

ウ ク ラ イ ナ 2) 2017. 1. 1 42,415 15.4 68.4 16.2 22.5 23.7 46.2 105.1

ア ル ジ ェ リ ア 3) 2016. 7. 1 40,836 29.3 64.7 6.0 45.2 9.3 54.5 20.5

総人口に占める割合 (％） 年　齢　構　造　指　数

15歳未満人口 65歳以上人口

15～64歳人口 15～64歳人口
×1004) 5) ×100

15歳未満人口＋65歳以上人口 65歳以上人口

15～64歳人口 15歳未満人口
6) ×100 7) ×100

 

〔 各国の年齢３区分別人口 〕 

我が国の人口の年齢構造を各国と比べてみると，調査年次に相違はあるものの，15

歳未満人口割合は最も低く，65 歳以上人口割合は最も高くなっており，老年化指数が

200 を超える唯一の国となっている。                 （参考表２） 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考表２ 各国１）の年齢３区分別人口の割合及び年齢構造指数

注1）人口4000万以上の国とした。        2）各国統計機関のホームページによる。 

3）国連人口統計年鑑（2016年版）による。 




